
家
公
よ
り
械
役
二
校
側
先
許
の
御
墨
付
政
き
あ
b
。

此
4
H
先
砲
は
、
下
野
凶
高
木
の
城
主
細
木
家
直
と
い

ひ
L
入
、叩
の
阿
骨
良
と
い
ふ
既
に
来
り
あ
り

L
に
、

叉
此
腕
に
移
っ
て
品
川
良
と
名
づ
け
、
子
孫
附
悶
え
て
今

一
村
と
な
れ
り
と
い
へ
り
。
』
と
犯
す
る
。

ソ
リ
ジ

箪
利
地

臥
車
部
南
志
見
郷
に
回
す
る

部
務
。ソ

リ
ソ
リ
パ
シ
そ
り
/
¥
橋

能
祭
郡
南
か
ら

村
松
に
繁
る
削
、
柴
山
潟
の
水
が
今
江
潟
に
沼
ず
る

市
川
に
架
す
る
。
鰭
上
か
ら
漁
夫
が
捌
閉
そ
下
し
、
他

の
一
人
之
を
歌
親
し
て
、
錨
の
中
に
入
る
時
そ
り
そ

り
と
合
闘
し
て
引
揚
げ
し
め
る
が
般
に
名
づ
け
る
と

い
ふ
。
そ
り
/
¥
は
そ
れ
/
¥
の
諭
で
あ
る
。

組
聯

ー
マ
ホ
ウ
ガ

Y
ソ
レ

y

芳
間
雌
組

聯
。 ソ

レ
ン

ソ
ロ
パ
ン
ダ
マ

算
盤
豆

能
祭
料
松
悶
・河
北
郡

閉
山
一
十
-
山
に
産
す
る
。

玉
髄
の
一
一
利
で
、
形
炊
の
似
た

る
を
り
て
名
づ
け
る
。
石
一
世
相
関
岩
中
に
在
る
放
射

繊
維
朕
鉱
物
の
牧
縮
に
よ
り
て
生
じ
た
球
石
で
、
母

出
石
の
分
附
に
よ
り
、
分
隊
し
て
土
中
に
開
波
し
た
も

の
で
あ
る
。

ソ
ワ

楚
和

羽
咋
郡
粋
造
住
に
臨
す
る
部
w
m
o

y
ワ
ジ
パ
ナ
そ
め
じ
鼻

鹿
島
郡
能
青
島
の
祖

母
浦
部
訴
か
ら
西
南
に
鵠
る
師
。

ソ
ン
エ

尊
依

江
沼
郡
那
谷
な
る
明
正
肢
の
併
。

明
王
院
日
記
に
、
天
文
二
十
年
二
且
翁
依
が
白
左
衛
門

少
尉
光
任
と
加
問
答
し
た
駄
が
あ
り
、
永
線
二
年
九
且

廿
四
日
傘
依
の
沼
化
し
た
時
、
光
任
が
追
悼
の
紙
を

作
り
、
文
百
部
の
辿
倣
を
興
行
し
た
と
あ
る
。

ソ
ン
ダ
ワ
へ
エ

穏
図
利
兵
衛
貸
永
六
年
御
歩

と
な
り
、
官
干
保
五
年
小
聞
に
泌
み
、
十

一
年
三
十
石

特
加

へ
て
級
外
に
列
L
、
預
玄
院
御
用
人
を
勤
め
、

次
い
で
料
紙
奉
行

・
町
同
心
に
際
任
し
て
、
延
苧
三

ソ
リ
ーー
ータ
イ

年
六
十
三
践
を
以
て
夜
。
孫
岩
次
郎
に
来
っ
て
早
舵

断
絶
し
た
。

ソ
ン
チ
ョ
ウ

箆
澄

諸
政
二
年
四
月
十
八
日、

読
排
の
後
を
裂
い
で
白
山
七
枇
惣
民
度
胸
に
納
せ
ら

れ
た
こ
と
が
、
白
山
富
椛
松
前
巾
記
録
に
あ
る
。

ゾ
ン
ニ
ヨ
存
如

本
願
寺
七
代
。
抑
は
削
殺
。

前
住
巧
如
の
長
子
で
あ
る
。
巧
如
・
氷
山
守
十
二
年
を
以

て
刷
面
化
L
、
存
如
四
十
河
川
誠
で
そ
の
後
脅
裂
い
だ
。

本
願
寺
需
に
し
て
布
敬
の
鎚
加
到
に
入
っ
た
も
の

は
、
こ
の
存
如
を
以
て
最
初
と
す
る
。
そ
の
取
は
将
一

如
の
文
明
支
年
十
二
且
十
九
日
附
で
、
江
泊
加
な
る

萩
生
・詔
聞
の
同
行
に
奥
へ
た
帖
外
御
文
に
、
『
抑
先

年
前
住
在
凶
の
時
の
政
化
に
よ
り
て
、
ま
づ
叶
相
生
・

嗣
凶
の
而
々
は
秘
附
酬
を
も
て
本
と
せ
る
こ
l
h

ろ
は
う

せ
た
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
出
前
の
侭
刊
の
法
議

に
は
も
と
づ
か
ざ
る
や
う
に
見
え
た
り
。
』
と
あ
る
に

凶
っ
て
わ
か
ろ
。
前
住
は
存
如
で
、
新
生

・
杭
印
の

人
々
に
糾
問
し
て
在
凶
と
い
」
は
、
加
白
山町
指
す
か
ら

で
あ
る
。

ゾ
ン
=
ヨ
シ
ョ
ウ
ニ
ン
ピ
ヨ
ウ
シ
ヨ
存
如
上
人

酎刷
所

明
治
十
四
年
金
保
域
内
一
一
，
丸
の
部
股
聞
が

焼
亡
し
た
際
、
そ
の
慰
問
に
在
っ
て
古
旅
新
抗
郎
ほ

と
揺
す
る
地
か
ら
枯
骨
そ
得
た
。
然
ろ
に
岡
本
願
寺

別
院
は
之
を
製
受
け
、
翌
年
四
町
制
刑
判
寺
の
建
物
を

除
い
た
跡
に
仰
宇
を
起
し
、
か
の
白
骨
や
-
準
じ
て
之

を
存
知
上
人
附
間
山
と
抑
制
し
た
。
新
五
郎
以
そ
存
如
の

も
の
と
見
る
こ
と
は
、
何
等
の
出
闘
が
な
い
。

ソ
ン
バ
キ
ヨ
ウ
チ
ユ
ウ
シ
シ
ユ
ウ

隷
液
芭
中
詩

集
一
加
。
裟
彼
林
漁
の
詩
集
で
あ
る
。
務
永
六
年

の
刊
行
。

ゾ
ン
ベ
ラ
マ
ツ
リ
ぞ
ん
ベ
ら
祭

臥
煎
加
山
地
盤

の
答
率
祭
は
陰
川
町
一
月
に
仔
は
れ
、
之
常
ぞ
ん
ベ
ら

祭
と
い
う
た
。
制
限
の
献
帥
聞
を
終
っ
た
時
、
参
担
問
者

一
同
拝
殿
に
給
荷
作
っ
て
座
L
、
そ
の
中
央
を
問
地

に
援
し
、
男
子
は
耕
作
の
拡
を
試
み
、
ぞ
ん
ベ
ら

ぞ
ん
ベ
ら
の
掛
鹿
で
則
昨
世
出
品
っ
た
り
し
、
次
に
女

子
が
松
拡
そ
採
っ
て
削
舶
の
探
似
山
も
や
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ソ
ン
ポ

尊
保

m
m
咋
部
料
治
庇
に
m
幽
す
る
部
帯
。

ソ
ン
ポ
ガ
ハ

尊
保
川

羽
咋
榔
館
保
領
ふ
け
の

符
か
ら
出
で
、
岡
純
で
は
来
川
に
w
m
A川
ふ
。
疏
根
回

粁
許
。ソ

ン
ポ
ヤ
マ
ダ
尊
保
山
田

の
小
手
。

ソ
ン
メ
イ
ユ
ラ
イ
シ
ヨ

ソ
Y
メ
イ
ギ
シ
ョ
ウ

用
羽
咋
川
州
翁
保
の
内

村
名
由
来
書

郷
村
名
義
抄
。

ソ
ン
リ
ジ

車
利
地

l
ソ
リ
ジ

ソ
ン
リ
ュ
ウ
ジ

・
存
立
寺

て
、
民
宗
東
抵
に
闘
す
石。

ソ
ン
リ
ヨ
ウ
存
完

年

E
F
ru
。

4
7者
3

J
プ
ウ

鐙
利
地
。

羽
咋
榔
米
的
に
在
つ

4
ロ
ジ
ユ

ウ
ソ
ソ
リ
ヨ
ウ

タ

数
並
蝋
燭
川
挺
ま
い
る
。
御
返
事
以
杉
江

、、

。
聴

松
院
段
〈
伊
勢
点
親
〉
御
時
よ
り
御
祈
節
寺
也
。
森
島

分
内
に
て
少
分
有
御
官
官
治
下
地
云
七
》
』
と
て
、
内相附

に
治
献
し
た
こ
と
そ
縦
せ
る
。
大
口
村
は
能
禁
制
山

上
郷
、
森
島
は
石
川
柳
山
鳥
郷
で
あ
る
が
、
大
安
寺

は
今
存
せ
ぬ
。

ダ
イ
ア
ン
ジ
大
安
寺

」
ギ
ダ
ジ
紙
陀
寺
o

h
F
イ
イ
チ
イ
コ
ウ

太

一
選
縞

一
加
。
大
辺
守

掛川引，

w
m利
立
の
二
男
中
初
償
成
の
辺
倒
で
、
念
初

に
志
則
三
十
俄
係
、
息
絶
ア
汎
係
1
Z
縦
せ
、
次
に

S
M

統
文
七
編
宇
一銭
し
で
あ
る
。
文
政
八
年
間
山
中
ι

利
之
が
、

信
成
の
子
信
片
及
び
孫
信
任
を
し
て
上
将
せ
し
め
た

も
の
で
、
太
一
は
信
成
の
院
奴
で
あ
る
。

h
F
イ
ウ
ン
イ
ン

泰
雲
一院

加
賀
務
全
第
十
代
附

m鼠
教
の
法
山
配
。
訴
し
〈
は
理
市
川
出
院
仁
山
彰
務
大
阪

士。h
F
イ
ウ
ン
コ
ウ
ネ
ン

プ

泰

雲
一公
年
裕
一
加
。

著
者
不
称
、
前
聞
置
教
が
鉱
保
元
年
十
月
誕
生
し
て

か
ら
、
明
利
八
年
十
周
養
老
す
る
ま
で
の
略
年
初
で

あ
る
。

ま
た
入
加
の
も
の
は
、
誠
永
一
1
年
森
川
良
郷

の
訟
で
、
前
凶
斑
敬
の
紙
生
か
ら
貸
附
四
年
縮
刷
ま

で
を
略
把

L
、
叫削後
明
利
八
年
臨
時
老
ま
で
の
側
内
の

諸
邸
件
を
詳
述
し
て
あ
る
。

ダ
イ
ウ
ン
ジ
大
蓮
寺

珠
洲
榔
似
凶
に
在
っ
て
、

海
土
宗
に
臨
す
る
。
凶
器
天
税
務
仰
は
、
f

以
平
一川
年

六
且
十
七
日
示
寂
。
能
E
R
名
跡
芯
に
、
『
保
土
世
間
大
迩

寺
と
て
あ
り
。
本
愈
丈
六
の
阿
揃
陀
如
来
也
。
作
仰

の
闘
。
』
と
記
す
る
。

ダ
イ
エ
イ
シ
ン
シ
ヨ

大
一
木
紳
書
一
容
。
白
山

比
時
制
駐
隊
。
本
釘
は
そ
の
容
前
を
紋
〈
が
、
製
す

る
に
白
山
の
跡
留
が
鴨
川
子
脅
泊
じ
て
託
宣

L
紛
・
?
た

こ
と
を
凶
文
で
綴
り
、
そ
の
出
判
官
を
加
へ
た
後
、
一見

に
白
山
七
世
六
市
山
王
子
・九
郎
小
跡
等
の
次
第
を
抗

四
八
七

h
F

回

以
平
一
叩
伸
縮
出
庄
に
幽
す
る
部
古
川
。
明
剛
山

六
年
十
月
刊
二
日
山
川
吉
見
統
飽
の
総
持
寺
に
射
す
る

裕
治
以
に
、
『
能
州
櫛
兆
庄
武
ケ
村
凶

村
村
之
内
問

地
市
中
』
と
あ
る
刷
村
村
は
こ
れ
で
あ
る
。

生
イ
ア
ン
エ
イ
コ
ウ
泰
安
一
説
康

凶
洞
宗
の
併
。

能
脅
の
入
、
幼
時
出
家
し
て
諸
方
に
滋
間
十

L
、
決
い

で
季
滋
永
山械
の
箆
に
投
じ
て
制
法
L
、
総
持
寺
に
出

品川

L
、
後
武
世
間
桜
山
町
に
滋
き
、従
待
寺
を
別
放
し
た
。

ダ
イ
ア
ン
ジ
大
安
寺

蛇
川
糾
元
日
杷
文
明
十

年
七
月
十
四
日
の
僚
に
、
『
加
州
大
安
尻
町
H
よ
り
怨


